


































































　Adler and Borys (1996) は、官僚的な組織構造において、構成員がルールに
沿いながら効率的に業務を行いつつも、なぜ不測の事態に対して自律的な行動
により対応できるのかを考察している。








４つの特徴があるとAdler and Borys (1996) は指摘をしている。












　Ahrens and Chapman (2004) によれば、この内部透明性を高めるために、マ
ネジメント・コントロールのプロセスにも現場の従業員がアクセスできること
が求められている。

























　Adler and Borys (1996) は、不測の事態に対して、柔軟なシステムは、利用
者が、特定の作業要求に応じて、システムの接合部分に変更を加えたり、機能
性を追加するように促すことに言及している。












　管理会計研究では、Ahrens and Chapman (2010) が、このEnablingの概念に
注目してレストラン・チェーンの事例研究を報告し多くの関心を集め、それを
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